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流水の正常な機能の維持対策案の概要流水の正常な機能の維持対策案の概要
サンルダムサンルダム

稚内市

豊富町 サンルダム完成予想図

サンルダムにより、真勲別地点でかんがい期で最大概ね
6.0m3/s、非かんがい期で概ね5.5m3/sを確保する。
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河道外貯留施設河道外貯留施設

河道外貯留施設検討位置図

⑦

河道外貯留施設検討位置図

貯水池数 7

合計貯水容量 15,000,000m3

サンルダム事業区域内のサンル川沿いに河道外貯留施設を
建設し、真勲別地点でかんがい期で最大概ね6.0m3/s、非か
んがい期で概ね5.5m3/sを確保する。

④

⑤
⑥

河道外貯留施設群河道外貯留施設群
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③
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凡 例

岩尾内ダム既設ダム
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ダム再開発ダム再開発

かさ上げ前

洪水調節容量洪水調節容量

既得利水容量既得利水容量
かんがいかんがい

かさ上げ前

岩尾内ダムのかさ上げにより、真勲別地点でかんがい期で最大概
ね6.0m3/s、非かんがい期で概ね5.5m3/sを確保する。

真勲別
堆砂容堆砂容

・かんがい・かんがい
・水道用水・水道用水
・工業用水・工業用水
・発・発 電電

名寄市水道
供給区域

堆砂容量堆砂容量

供給区域
下川町水道
供給区域 新設導水路新設導水路

新規利水容量新規利水容量

かさ上げ後

導水延長 約14km

導水管径 φ2 200

岩尾内ダム岩尾内ダム

・正常流量・正常流量

洪水調節容量洪水調節容量

既得利水容量既得利水容量

凡 例

既設ダム

基準地点

導水管径 φ2,200

最大導水量 5.4m3/s

既得利水容量既得利水容量
・かんがい・かんがい
・水道用水・水道用水
・工業用水・工業用水
・発・発 電電

施 設 名 岩尾内ダム

所 轄 ・ 所 管 国土交通省

形 式 重力式コンクリート

目 的
洪水調節・かんがい・

堆砂容量堆砂容量

発発 電電目 的
洪水調節
水道・工水・発電

集 水 面 積 331.4km2

総 貯 水 容 量 107,700千m3

有効貯水容量 96,300千m3岩尾内ダム
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水系間導水水系間導水

雨竜発電所で行われている雨竜川から天塩川 の導水を活用し凡 例

既設ダム

基準地点

・雨竜発電所で行われている雨竜川から天塩川への導水を活用し、
真勲別地点でかんがい期で最大概ね6.0m3/s、非かんがい期で概ね
5.5m3/sを確保する。

・発電計画に影響を及ぼさないために調整池を設置し、必要量を確発電計画に影響を及ぼさないために調整池を設置し、必要量を確
保する。

真勲別

調整池数 4

合計貯水容量 4,100,000m3

雨竜第一ダム

新設導水路①新設導水路①※※

調整池調整池※※

新設導水路②新設導水路②※※

名寄市水道

雨竜発電所

既設発電導水
新設導水路①新設導水路①※※

導水延長 約13km

導水管径 φ2,200

最大導水量 5.4m3/s

新設導水路②新設導水路②

導水延長 約11km

導水管径 φ1,500

最大導水量 1.9m3/s
名寄市水道
供給区域

下川町水道
供給区域

最大導水量 5 /s

忠烈布ダム※） 今回新たに設定した条件


